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 本学の渡邊学長が中国・蘇州城市学院を 3 月に訪問したことを機に、「藤女子大学 日本語サマースク

ール 2024」を実施する運びとなりました。（訪問のNews は右記 QR コードをご覧ください） 

 

海外の大学において日本語を学ぶ学生を対象に、日本語のみならず日本や北海道につ

いて理解を深めてもらうことを目的に初めて実施するもので、蘇州城市学院（蘇州の市

立大学、Suzhou City University）からの参加を予定しています。 

 

なお、7月 8日（月）の歓迎会にはご来賓として北海道日中友好協会様、北海道通訳案内士協会様な

どの関係機関の方々にもお越しいただく予定です。滞在中は集中的な日本語学習に加え、本学学生との

交流の機会を設け、浴衣の着付けといった文化体験や旭川～美瑛～富良野ツアーも組まれており、北海

道の魅力をくまなく伝える内容となっています。予定表は裏面をご覧ください。 

 

本学の学生と中国の学生の交流を是非様々な媒体で取り上げていただければと思いますので、当日の

取材等は大歓迎です。 

 

【開催概要】 

日時 2024 年 7 月 8日（月）～7 月 22 日（月） ※スケジュールは裏面参照 

場所 藤女子大学 北 16 条キャンパス（札幌市北区北 16条西 2 丁目） 

内容 日本語授業、日本文化体験など、計 30 コマ（1コマ 90 分） 

参加予定 
 蘇州城市学院（中国、Suzhou City University）の学生 16名 

（男性 7名、女性 9名）※引率教員 1名同行予定 

 

 

藤女子大学 企画広報室（札幌市北区北 16 条西 2 丁目） 

TEL：011-736-5050 MAIL：kikaku@fujijoshi.ac.jp  

 
 
 
 

蘇州城市学院の大学生を招き 

日本語サマースクールを実施します 

開催のご案内 

取材等のお問合せ先 



 

 7月 8日（月） 7月 9日（火） 7月 10日（水） 7月 11日（木） 7月 12日（金） 7月 13日（土） 

8：50～ 

10：20 

新千歳空港 

到着 

①ガイダンス 

キャンパスツアー 
④日本語 ⑧日本語 ⑪日本語 ⑭日本語 

10：30～ 

12：00 
②日本語 ⑤日本語 ⑨日本語 ⑫日本語 ⑮日本語 

昼休み  
ﾌﾞﾗｳﾝﾊﾞｯｸ 
ｾﾐﾅｰ（学長） 

 

13：00～ 

14：30 
③日本語 ⑥日本語 

⑩浴衣体験 

学生交流(2) 

⑬日本語 

⑯日本語 

学生交流(3) 

～14:00 

14：40～ 
17:30～ 

歓迎会 
学生交流(1) ⑦日本語   

 
7月 15日 

（月/祝） 
7月 16日（火） 7月 17日（水） 7月 18日（木） 7月 19日（金） 7月 20日（土） 

8：50～ 

10：20 
⑰日本語 ⑳日本語 

9:40-11:40 

㉔札幌マンガ･

アニメ&声優専

門学校訪問 

㉗日本語 

7:50-18:30 

㉚小旅行 

美瑛・富良野 

旭山動物園 

 

10：30～ 

12：00 
⑱日本語 ㉑日本語 ㉘日本語 

昼休み 
ﾌﾞﾗｳﾝﾊﾞｯｸ 
ｾﾐﾅｰ（学長） 

 

13：00～ 

14：30 
⑲日本語 ㉒講義 ㉕日本語 ㉙日本語 

14：40～ 

16：10 
 ㉓日本語 ㉖日本語  

16：20～     

17:30～ 

修了式 

18：00～ 

送別会 

※ブラウンバッグセミナー＝Brown Bag Lunch Seminar 
 

＜主な学生交流イベント＞ 

写真撮影等が可能なイベントです。会場はいずれも北 16条キャンパスとなります。 

取材予定のメディアの方には当日、場所（教室）をご案内します。 
 

7 月 8日（月）17:30～  歓迎会 

⇒国際交流クラブ「なでしこ」も実施運営に参加。 

参加予定者（蘇州城市学院学生及び引率教員）に加え、関係機関のご来賓（北海道日中友好協会

様・北海道通訳案内士協会様など）も参加予定。 
 

7 月 11 日（木）13：00～ 浴衣体験 

⇒浴衣で日本文化体験。外部から講師を招いて開催するイベント。 

浴衣 3 点セット（ゆかた、結び帯、下駄）を本学から参加者へプレゼントします。 
 

7 月 20 日（土）17：30～ 修了式・送別会 

⇒日本語サマースクールを通じて、交流のあった日本人学生も参加。 

帰国を控え、参加者から２週間の感想を一人ずつスピーチ形式で発表。 

次に繋がる交流となることを祈念しつつ、帰国前、全員で集まる最後の機会となります。 


